
                                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「光と影の華麗なる世界」と称される美しい油彩画

で知られた宮永ですが、商業デザイナーとしても活躍

していました。その一端である挿絵や装幀原画などの

作品も数多く残しています。当時軽視されがちだった

これらの分野ですが、宮永は「さしえにはさしえの美

学がある」と画家としての強い意志をもって制作にあ

たりました。多彩な作風によって物語の世界観や時代

の息吹を表現し、挿絵や装幀を単なる添え物ではなく

絵画作品として昇華させ、結果的に挿絵というジャン

ルの地位自体も引き上げていきました。 

『見習い天使』は、読売新聞社の週刊誌「週刊読売」

に、1961年から 1962年に 20回にわたって連載された

もので、宮永岳彦が挿絵を担当しました。また 1963年

に新潮社から単行本が出版された際には装幀も描き

ました。 

2023 年 9 月 10 日にちくま文庫で完全版として再度

刊行するにあたり、宮永が描いた挿絵も再録されるこ

ととなりました。美術館では装幀原画の他に挿絵の原

画も展示しています。どうぞお楽しみください。 

フォトやまゆり 

季
とき

を巡る 

 1 月 23 日（火）～1 月 28 日（日） 
10:00～17:00  （初日 13：00 から 最終日 16：00 まで） 

風景写真を志している生徒が 1 年間撮りためた作品の発表で

す。全位 5 点全紙 28 点、プリントの全てを見てほしい。 

 

2 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

写しびと万歳写真展実行委員会（写真展） 

2 月 7 日（水）～2 月 12 日（月） 

大根・鶴巻地区支援学級作品展 

2 月 15 日（木）～2 月 20 日（火） 

内藤雅之（写真・工芸展） 

2 月 23 日（金祝）～2 月 25 日（日） 

フォトグラフィカ秦野（写真展） 

2 月 27 日（火）～3 月 3 日（日） 

常設展示室  市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

2024    月 1 

《 佐野洋『見習い天使』（新潮社）装幀 》 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩 2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間 150円、以降 30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

1963 年 原画 

展示作品より今月の一点 

展示作品より今月の一

点 

 

※ 2024 年 1 月 3 日(水)から 2024 年 7 月分までの予約を

受け付けています。 

 

観 覧 料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は 100 円割引） 

     ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

開館時間 ・午前 10 時から午後 7 時（入館時間は午後 6 時 30 まで） 

1月の休館日 ： 1日(月) 2日（火）9日(火) 15日(月) 22日(月) 29日(月)  

※ 1月 3日（水）、4日（木）は午後 5時閉館（入館は午後 4時 30まで） 

：  

※ インターネットで市民ギャラリーの予約ができるよ

うになりました。予約には事前に利用者登録が必要で

す。詳しくはＨＰをご覧ください。 

 

ギャラリートーク＆コンサート

開催しました♪ 

現在開催中の展示“優美な世界”を監修

した宮永辰夫氏のギャラリートークとぶ

れーめんによる演奏、歌唱やマジック

ショーと盛りだくさんのコンサートで

した。いつもとは違う雰囲気 

の美術館で楽しい時間を過ご

していただけたのではないで

しょうか。 


